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沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を埋め立てに使用しないよ

う求める意見書の提出について

上記の議案を地方自治法第１１２条及び会議規則第１４条の規定により別紙のとおり提

出します。
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沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を埋め立てに使用しないよう

求める意見書

1945年 3月 26日に開始された沖縄戦では、一般住民を巻き込んだ悲惨な地上戦が行わ

れ、24万人以上の尊い命が失われた。今年、戦後 80年を迎えるが、沖縄の地中には今な

お 1,800トン余りの不発弾が埋まっていると推定されており、処理するには今後 100年ほ

どを要するとみられている。沖縄の戦後はまだ終わったわけではない。

糸満市摩文仁を中心に広がる南部地域は、1972年の本土復帰に伴い、戦争の悲惨さや命

の尊さを認識し、戦没者の霊を慰めるために、自然公園法に基づき、戦跡としては我が国

唯一の「沖縄戦跡国定公園」として指定されている。同地域では、沖縄戦で犠性を強いら

れた沖縄県民や兵士の遺骨がまだ数多く残されており、沖縄守備隊として最後まで戦った

陸軍歩兵第 32連隊に所属する、多くの山形県出身将兵の尊い遺骨も遺族に還されないま

ま、沖縄の土に眠っている。

現在も、「戦没者の遺骨収集の推進に関する法律」に基づき、国の責務として戦没者の遺

骨の収集が進められており、犠牲となった人々の遺骨等が含まれる土砂を埋め立てに使用

することは人道上許されることではない。

よって、国においては、沖縄戦の激戦地であった南部地域からの土砂を埋め立てに使用

しないよう、また、戦没者の遺骨収集を推進しつつ、沖縄戦跡国定公園地域の自然環境を

守り、後世まで沖縄戦の悲惨な歴史を学ぶ慰霊と平和学習の場として保存するよう要請す

る。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
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